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研究成果の概要（和文）：本研究は行政組織における業績管理システムのデザインと利用方法が，組織のパフォ
ーマンスにいかなる影響を与えるのか，定性的研究方法および定量的研究方法の両者を用いる混合研究法を通じ
て明らかにしようとするものである。本研究の分析に用いるデータは，インタビュー調査ならびに質問票調査に
よって入手された。当該データを用いた分析の結果，業績指標の質が業績管理システムの効果に影響を与えるこ
と，業績指標の適切性や目標水準についての部門間相互評価が業績指標への信頼性を高め，業績指標の歪みの修
正を促すこと，吸収能力や経験学習能力が業績管理システムの効果に影響を及ぼすことなどが明らかにされた。

研究成果の概要（英文）：This research aims to clarify how the design and use of the performance 
management system in the administrative organization affect the performance of organizations through
 the mixed research methods using both qualitative research methods and quantitative research 
methods.
As a result, I reveal that quality of the performance measures influence the effect of the 
performance management systems, the inter-departmental mutual evaluation of the performance measures
 mitigate the distortion of performance measures, and absorption capacity and experience learning 
capacity influences the effect of performance management systems.

研究分野：管理会計
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１．研究開始当初の背景 
わが国地方公共団体の執行機関たる行政組
織は，逼迫する財政状況のなかにあっても，
地域住民に対して質の高い公共サービスを
提供することをその使命としている。当該使
命を全うすべく，行政組織においては様々な
マネジメント手法の導入が試みられている
が，なかでも，行政組織における業績管理シ
ステムの一つである行政評価は，比較的規模
の大きな行政組織を中心に広く導入が進ん
でいる（松尾, 2009）。しかしながら，行政評
価が普及する一方で，これが大きな効果をあ
げている組織は，実は必ずしも多くはない
（目時・妹尾, 2012）。事実，行政評価を導入
したものの期待した効果が得られなかった
がために，その運用を廃止してしまった組織
が数多くみられている。それゆえに，行政評
価がより効果の高い仕組みへと昇華を遂げ，
わが国行政組織における業績管理システム
として有効に機能するためにも，その変革が
求められているのである。この点，行政評価
が本格的にわが国行政組織へ導入されてか
ら十数年が経過しているが，行政評価が業績
管理システムとしてどのようにデザインさ
れ，どのように利用されているのか，さらに
は，企業における業績管理システムとの比較
において，どのような特徴を有しているのか
については，必ずしも十分に明らかにされて
こなかった。 
本研究は，3 年間の研究期間を通じて，行
政組織における業績管理システムのデザイ
ンやその利用方法が，行政組織のパフォーマ
ンスに与える影響を明らかにし，もって業績
管理システムたる行政評価の革新に資する
ことを目的として研究を行うものである。 

 
２．研究の目的 
行政評価の導入に影響を与える組織要因
や，行政評価の利用とその効果に関する研究
は一定の蓄積が見られるものの，これらの研
究は業績管理システムとしての行政評価の
一側面にのみ着目したものである。業績管理
システムは様々な仕組みが総体となって機
能するものであり，特定の側面のみに着目す
るだけではなく，包括的な視点でその全体像
をとらえることが求められる（Malmi and 
Brown, 2008）。ゆえに，行政評価に影響を及
ぼす諸要因も含めたコントロールシステム
としての全体像を明らかにする必要がある。
本研究では，業績管理システムとしての行政
評価を総体として明らかにするために，組織
構造，戦略と計画，業績指標，目標設定，業
績評価，情報システム，利用方法など 12 の
視点から業績管理システムをとらえる
Ferreira and Otley（2009）が提案する業績管理
システムの包括的な分析フレームワークに
依拠して，業績管理システムのデザインなら
びのその利用方法が組織のパフォーマンス
に与える影響を明らかにする。 

 

３．研究の方法 
研究方法として量的研究と質的研究を組
み合わせた混合研究法を採用している
（Creswell and Plano Clark, 2007）。混合研究法
とは，1 つの研究プロジェクトに対して量的
研究および質的研究の両者を適用し，両研究
方法による分析結果を統合して解釈を行う
ものであり，近年では本研究方法を採用する
管理会計研究も増えている（Modell, 2010）。
Malina et al.（2011）は，同一のリサーチクエ
スチョンについて，研究プロジェクトとして
量的研究と質的研究を繰り返すことで会計
現象をより明確に理解できるようになるた
め，会計研究におけるリサーチクエスチョン
に対処するためには，混合研究法が最も適し
た方法であると主張する。 
本研究では，混合研究法に基づき，量的研
究としてわが国行政組織を対象とした質問
票調査を実施し，業績管理システムを構成す
る諸要素間の相互関係，ならびにデザインお
よび利用方法と組織のパフォーマンスの関
係を明らかにする。さらには，量的研究の分
析結果に基づき，質的研究としてインタビュ
ーや観察を実施し，組織成員が業績管理シス
テムをどのように理解し，どのような場面で
利用しているのか，また，利用にあたって生
ずる問題をどのように克服しているのかに
ついても明らかにする。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果として，既存研究では明らか
にされてこなかったいくつかの点について，
発見があった。 
①第 1に，業績指標の質と業績管理システ
ムの効果の関係性に関する知見である。行政
組織においては，業績管理システムの形骸化
や形式的導入が問題視されていた。業績管理
システムが有効に機能するためには，適切な
業績指標の設定が不可欠であるが，わが国行
政組織の業績管理システムにおける業績指
標の質はどの程度なのか，また，業績指標の
質が業績管理システムの効果に与える影響
を明らかにしたことは，実務・理論の双方に
対して大きな貢献であったといえよう。 
②第 2に，既存研究において指摘されてい
た，環境に適合しない不適切な業績指標が設
定された（業績指標の歪みが生じた）際の軽
減方法に関する知見である。本研究では，業
績指標の適切性や目標水準についての部門
間相互評価が業績指標への信頼性を高め，業
績指標の歪みの修正を促すメカニズムを明
らかにした。業績管理システムのデザインに
際して，具体的には，1）部門間相互に業績
指標の適切性や妥当性を評価することで緊
張関係を生み出す，2）業績指標の歪みを認
識させる，3）業績指標の歪みについての共
有認知を通じた対話を促す，という 3点が組
み込まれるようにデザインする必要がある
ことを明らかにした。 
 ③さいごに，吸収能力や経験学習能力の構



築が，業績管理システムの活用効果に及ぼす
影響に関する知見である。民間企業と比較し
た場合，行政組織においては，業績指標の見
直しや検証，業績管理システムの活用のため
の知識獲得が行われている程度が相対的に
低いことが質問票調査を通じて確認された。
しかしながら，吸収能力，経験学習能力が高
い組織は，業績管理システムの活用によりも
たらされる効果が高いことが明らかとなり，
業績管理システムのデザイン，利用の双方に
とって，吸収能力，組織学習能力の構築が重
要であることが明らかとなった。また，行政
組織は，民間企業と比較して，両能力ともに
低いことが明らかにされたことから，業績管
理システム活用のための教育活動を行うこ
とも必要となると考えられる。 
 本研究は混合研究法によるアプローチを
標榜していたが，研究成果の完全な統合的解
釈は未了のままとなっている。研究期間終了
後も，引き続き分析・検討を進め，成果の発
表を継続する所存である。さいごに，本研究
成果の一部は，現在投稿中，ならびに査読プ
ロセス中のものも多くあることから，その公
表は 2017 年以降となることを申し添える。 
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